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尿 路 感 染 症 に 対 す るCeftriaxone (Ro13-9904)の 臨 床 的 検 討

押 正 也 ・岸 洋 一 ・新 島 立1轟1ノこ

東京 大学 医学 部 泌尿 器科学 教室

林 田 真 和 ・西 村 洋 司

三井記 念病 院 泌 尿器科

秋 間 秀 一 ・中 内 浩 二

都 立養育 院病院 泌 尿 器科

紅 藤 博

武 蔵野 赤 十字病 院 泌尿 器科

石 片 泰 憲

社 会保 険埼 玉中 央病 院 泌尿 器科

金 子 裕 憲

青梅 市 立総 合病 院泌 尿 器科

要 旨

新 しいcephalosporin系 抗 生 物 質,ceftriaxone (CTRX, Ro 13-9904)を 尿 路 感 染 症32例 に 投 与

し,臨 床 効 果 を 検 討 し た 。 投 与量1日1gな い し2gで,1例 を 除 い て1日1回 投 与,5日 間 投 与

終 了後 に 効 果 を 判 定 し た,複 雑性 尿 路 感 染症26例 の 総 合 臨 床 効 果 は,著 効7例,有 効10例,無 効9

例 で 有 効 率 は65%で あ っ た う 菌消 失 率 は36株 中26株72%で あ っ た 。 急 性 単純 性 腎 孟 腎 炎3例 の 主冶

医 判定 は 著 効2例,有 効1例 て あ っ た

副 作 用 と し て は,自 他 覚 的 症 状 と して,発 疹,嘔 吐,下 痢 を 各1例 す っ 認 め2例 が 投 与中 止 とな っ

た 。 臨 床 検 査 値 に お い て,GOTとGPTの 軽 度 上昇 が1例,ALPの 軽 度 上昇か1例 に 認 め られ た 。

序 文

Ceftriaxone (CTRX, Ro 13-9904)は ス イ ス,エ フ ・ホ

フ マ ン ・ラ ・ロ ン ユ 社 で 開 発 さ れ たcephalosporin系 のIL

射 用 抗 生 物 質 で あ り,7-aminocephalosporanicacidの3

位 側 鎖 に ト リ ア ジ ン 環 を 有 す る も の で あ る(Fig.1)。 本

剤 は 抗 菌 ス ヘ ク ト ラ ム が 広 域 て あ り,静 注 ・ 点 滴 静 注 に

よ り 高 い 血 中 濃 度 が 得 ら れ,そ の 半 減 期 か7～8時 間

と,従 来 のcephalosporin系 薬 剤 の 中 で は 血 中 濃 度 の 半 減

Fig. 1 Chemical structure of CTRX

期 か 最 も長 い の か 特 徴 で あ り,ま た 体 内 で は ほ とん ど代

謝 を受 け す,末 変化 体 の ま ま尿 中 に48時 間 ま て に 約60%

か 排 泄 さ れ る1).

そ こて 今 回 我 々 は 尿 路 感 染 症 に,本 剤 を1乱に1日1回

投 与 し,そ の 臨 床 効 果 お よ ひ 副 作 用 に つ い て 検 討 し た の

で 報 告す る

I. 対 象 お よび方法

1.対 象

投 与対 象は昭 和56年12月 よ り昭 和57年6月 までの 東 京

大学 泌尿 器科 お よびその関 連病 院 泌尿器 科 の 入院 あ るい

は外 来通院 患 者で,尿 路 に何 らか の 基礎 疾 患 を有す る複

雑性 尿路 感染症 患 持か28例(男 子21例,女 子7例,年 齢

33～80歳,平 均63.6歳),単 純性 腎孟 腎 炎が4例 てあ る。

複稚性尿 路 感染 症 の内 訳は,慢 性 腎 孟腎 炎8例,慢 性 膀

胱 炎18例,前 立腺 床 炎2例 であ り,そ の基 礎疾 患 として

は,前 立腺肥 大症13例,膀 胱 腫 瘍5例,前 立 腺癌3例,
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Table 1 Clinical summary of UTI cases treated with CTRX

* Beforetreatment

Aftertreatment

C. C. P.: Chronic complicated pyelonephritis

C. C. C.: Chronic complicated cystitis

A. SP. Acute simple pyelonephritis
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Table 1 (Continued)

* Beforetreatment

Aftertreatment

C. C. P.. Chronic comphcated pyelonephlitis

C. C. C.: Chronic complicated cystitis

A. S. P.: Acute simple pyelonephritis
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Table 2 Overall clinical efficacy of CTRX in complicated UTI

腎結 石2例,神 経 因性 膀胱1例,そ の 他4例 で あ る.

2.投 与 方法

本剤1gを1日1回oneshot静 注111列,,点 滴 静 注15

例,1日2回 静 注1例,本 剤2gを1日1回 点 滴静 注5

例 で あ る。投 与期間 は5日 間投 与を原則 とした。

3.効 果判定

複雑性 尿路感 染症 ではUTI研 究 会の 薬効評 価 基準(第

2版)に 準 した2)。単純 性 腎孟 腎 炎は 主治 医判定 に よった。

4.副 作用

32例 全例 につ き自他覚 的症状 お よび検 在可能 で あ った

症 例 につ き血 液像,肝 機能,腎 機能 を検 討 した。

II. 成 績

1.総 合臨 床効 果

症 例 の 概 要 お よ び臨 床成 績 を一括 してTable 1に 示

した 。

急性 単純 性 腎孟 腎 炎の 薬効 評価 可能 な31列 は,本 剤1

9を1日1回5日 間投 与に て,臨 床 症状 の 改 善 な らひに

細 菌尿の 消 実,膿 尿 の改 善を認め,主 治医 判定 にお いて,

2例 が著 効,1例 が有効 であ った

UTI薬 効評 価 基 準 に従 い 評価 可能 で あった 複雑 性 尿

路感 染症26例 の総 合臨床 効 果 を,Table2に 示 した.著

効7例/27%),有 効10例(38%),無 効9例(35%)で,

総 合有効 率は、65%(17/26)て あ った、 膿尿 と細 菌尿 に

対す る効 果をみ る と,膿 尿 につ いて は正常 化7例(27%),

改 善2例(8%),不 変17例(65%)で あ り,一 万細 菌尿

に 対 して は 菌 消 失16例(61%),減 少1例/4%),菌 交

代2例!8%/,不 変7例(27%)で あ っ た.

UTI薬 効 評 価 基 準 に 従 い 分 類 し た病 態 群 別 の 臨 床 効

果 を み た の がTable3で あ る 。単 独 感 染症例 は17例 で,

その う ち カ テ ー テ ル 留 置症 例7例(41%),前 立 腺術 後感

染 症2例(12%),そ の 他 の 上 部 尿 路 感 染 症2例(12%),

そ の 他 の 下部 尿 路 感 染 症6例(35%)で あ っ た、 混 合感

染 症 例 は9例 で,カ テ ー テ ル 留 置症 例 が6例(67%),非

留 置 症 例3例(33%)で あ っ た.カ テ ー テ ル留 置症 例か

全 症 例 の50%を 占め て い た 、,群 別 の 有 効 率 を み る と,第

1群86%(67),第2群100%(2/2),第3群100%(2/

2),第4群67%(4/6)で あ り,単 独 感 染 群 で は 著 効5例,

有 効9例,無 効3例 で,そ の 有 効 率 は82%(14/17)で あ っ

た 。 混 合 感 染 群 は,第5群17%(1/6),第6群67%(2/

3)で,著 効2例,有 効1例,無 効6例 で あ1),そ の 有 効

率 は33%で あ っ た。 カ テ ー テ ル 留 置 症 例 の 有 効 率 は54%

(7/13)で あ った 。

投 与 量別 に 臨 床 効 果 を比 較 す る と,1日19投 与 群21

例 て は 著 効5例,有 効7例,無 効9例 で 有効 率 は57%

1日2g投 与 群5例 で は 著 効2例,有 効3例 で 有 効 率

100%で あ っ た 。

2.細 菌 学 的 効 果

複 雑 性 尿 路 感 染 症 例 に お い て は,Table4に 示 す ご と

く,本 剤 投 与 前 尿 中 か ら,E.coli8株,P.ecrugpinosa 8
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Table 3 Overall clinical efficacy of CTRX classified by type of infection

Table 4 Bacteriological response to CTRX

in complicated UTI

株,S.faecalis6株,Serratia4株 等 計36株 が分離 された

が,そ の うち26株(72%)が 本 剤投 与後 消失 した。E.coli

8株 中7株,S.faecalis6株 中5株,P.aeruginosa8株

中4株,Serratia4株 中1株 が 消 失 し,S.epidermidisお3

株,Klebsiella2株,Enterobacter2株 は 全て 消 失 した。

投与後 出現株 としては,S.faecalis,S.epidermidis,P

aeruginosa各1株,YLO3株 の 計6株 が 認め られ た。一

方,単 独感 染 と混合 感染 で の菌消 失率 をみ る と,単 独 感

染17株 中13株(76.5%),混 合感 染19株 中13株(68,4%)

が消失 した。 また急性 単純性 腎孟 腎 炎症例 に お いては,

投与 前に尿中 か ら分 離 され たE.coliが,3例 と も本 剤投

与後 には消失 した。

3.副 作 用

32症 例 中3/列 に 自他'党的症 状 を 認め た。1例(症1列19)

は1日1g1回 点 滴静 注3日 後 よ り下痢 を認め た か,投

与継続 し本剤投 与終 了後1日 で消 失 した。1例(症 例28)

は1gをoneshot静 注 開 な台直後嘔 吐 を 来た したた め投

与 中 止した。1例(症 例32)は1墓 を点滴 静注 直後,口 唇

周囲 に癌 痒 感 を伴 う発疹 が2日 間続 いたため,投 与 中 止 し

た、 各症 例 とも副 作用に 対 して特に 処 置 を行 わす に症状

は消失 した..本 剤投 与前 後の一般 臨 床検 査値 をTable5

に 示 した.本 剤投 字に よる と思 われ る異常 変動 を示 した

のは,症 例12のGOT(27→59)・GPT(23→52)と 症 例

14のAl-P(8.9→11.7)の 軽度 上昇 であ った。 これ らは他

に 原因 と思 わ れ る ものが な いの で,本 剤投与 に よ る影響

で あろ うと考え られた。

III. 考 察

近 年の 化学療 法剤 の研 究開 発は 目ざ まし く,す で に 多

くの セ フ ァロ スポ リン系抗 生物 質 が臨 床に使 用 され てい

るが、CTRXは その 血 中 濃度 半減 期 が7～8時 間 であ

り,従 来の セフ ァ ロスボ リン系薬 剤の 中 では最 も長い半

滅 期 を有す る点が最 大 の特 徴 とされ る新 しいセ フ ァ ロ ス

ポ リン系の注 射用抗 生物 質 であ る.そ こで我 々は,本 剤

の特 徴 を生 か して,主 に本剤の1日1回 投 与にて尿路 感染

症 に対す る臨 床 効果 を検討 した 。複 雑性 尿路 感染症 に お

いては,UTI薬 効 評価 基準毛に従 った26例 の有 効率 は65%

であ ったか,単 独感染 で は82%と 高 率 であ り,混 合感染

9例 で の33%と は差が 大 きか った。また カテー テル留置症

例 にお い て も,単 独 感染 では86%の 有効率 を示 した のに

対 し,混 合感染 では17%と 低 率で あ った。 これ らよ り,

少 な くと も単独 感染 にお い ては 本剤の1日1回 投 与 で十
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分な臨床効 果か 期待 て きる もの と思 われ た。

投 与量別 の有効 率 をみ る と,1g投 与群 ては57%,2

g投 与群 では100%の 有 効 率 で あ ったが,症 例 数 か 少 な

く,症 例の 基礎疾 患が 必す しも同 等 てな い こ とよ り,こ

の成績 か らではdose responseの 有 無に つ い て は断 定 で

きない.

細 菌学 的効 果の 面では,分 離 菌36株 中26株 か 消 失した

か,P. aeruginosa 8株 中4株,Serratia 4株 中3株 か投

与後 も存続 し,両 菌種 の 消 失率 が 他 菌種 と比 較 して低

か った。 また 存続 した10株 中6株 か 混 合感染 にお け る も

のてあ った 。反面,S. faecalis 6株 中5株,S. epidermidis

3株 中3株 か消失 してお り,最 近新 しいセ フ ァロ スポ リ

ン系抗生物 質で抗 菌 力が弱 くな ってい る グラム陽性 球 菌

に対 し本剤 は良 好 な消 失率 を 示 した こ とは注 目に 値 す

る。

急性 単純性 腎 孟腎 炎3例 では,い す れ も 上治 医判定 に

おいて有効以 上で あ り,本 剤1日1回1g5日 間投 与で

十分 な 効 果か 期 待 て き る。

副 作 用 の 面 で は,自 他 覚 的 症 状 と して 下 痢 ・嘔 吐 ・発

疹 か 各1例,検 査値 異 常 と して,GOT・GPTの 軽 度 上昇,

Al-Pの 軽 度.上 昇 が 各1例 認 め られ たか,全 国 集 計1)で の 副

作 用 の 出 現 率 は3.7%て あ っ た,ま た い す れ も軽 度 で投 与

中 止 あ る い は 終 了後 す み や か に 消 失 して お り,5日 間 投

与 に お け る 本 剤 の 安 全性 に は特 に 問 題 は な い と思 わ れ た。

さ らに,症 例20の ご と き,膀 胱 腫 瘍 に よ る 腎 後性 腎 不全

患 者(BUN 86,Cr 12.3)に 対 して も,1日1回1g5

日間 投 与 を行 っ て も 腎 機 能 に は 著 変 を認 め す,細 菌 尿 の

消 失,膿 尿 の 改 善 を み,本 剤 の 有 用 性 を 示 した。
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Ceftriaxone (CTRX, Ro 13-9904), a new cephalosporin antibiotic, was administered to 28 patients with

complicated urinary tract infections and 4 patients with acute simple pyelonephritis. All patients, except

one, were given intravenously 1•`2 g of CTRX once a day for 5 days.

The effectiveness rates in 26 evaluated cases with complicated urinary tract infections and 3 cases with

acute simple pyelonephritis were 65% and 100% respectively. After treatment, 26 (72%) of 36 strains were

eradicated in complicated urinary tract infections.

As side effect, erruption (one case), vomiting (one case) and diarrhea (one case) were observed. Abnor-

mal laboratory findings were seen in one case with slight elevation of S-GOT and S-GPT, in one case with

slight elevation of Al-P.


